
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 C-1 講座名

記載日 2022/7/23 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
・わかりやすい説明と、とても段取り良く進めて頂き、子供と楽しく学べました
・盛りだくさんだった。木も水の生き物も、虫もいて、おもしろかった
・水辺の方は内容が濃く学びも大きかった。子どもも生き物にたくさん触れることができて満足そ
うでした
・いろいろな生き物を実際に見たりさわったりできて、貴重な体験ができた
・毎年、楽しく参加しています。今年の内容も少し昨年と違っていたので、より楽しめました

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

虫やカエルを触れない親子が増えており、理科離れも深刻化する中で、今回ご参加いただいた皆さ
んは、積極的に生き物を採取し、五感を使って観察して頂きました。
講座では、水とSDGsについても体験を通じて学んで頂きましたが、楽しみながら話を聞く様子も
伺えましたので、私たちスタッフも嬉しく思います。
参加者の皆様におかれましても、熱い夏の思い出が作れたのではないでしょうか。
次年度も開催しますので、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

事業実績報告書

夏休みの自由研究!!～蟹江町で自然観察しよう
♪～

株式会社加藤建設
〈講座全体の概要〉(300字程度)
今回の会場は、2017年まで当社の資材置き場として利用していた跡地になります。
佐屋川に隣接しており、開放的な空間となっているため、生物の棲み家としては最適な立地環境と
いえます。
そこで、この土地を自然に還すため、同年７月よりビオトープ（生き物が住める空間）を造成し、
希少種や在来種の保護、植樹などを行っています。
今回の講座では草地エリア、水辺エリア、森林エリアの３つに別れて、それぞれ生物採取体験や観
察をしていただきました。また、水とSDGsにについてレクチャーし、生き物と水の関りや環境保
全の大切さも併せて説明しました。楽しいひと時を皆さんと共有できました。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

水辺エリアの観察 集合写真

様式２
(2022年度)

1


